
第2弾
R3.9補正 森林施業の集約化を支援

集約化

第1弾
R3.6補正 林業機械の導入を支援

❏ 本県林業は長期にわたり低迷し、県土の保全や水源涵養等の公益的機能が発揮されない森林が見受けられる。
❏ 木材価格が上昇傾向にあるこの機を捉え、佐賀の森林を守り育てるため、林業再生を進めていくことが必要。課 題

さがの林業再生プロジェクト

施 策

目指す姿

林業の活性化

主伐

間伐

枝打ち

下刈り

植林

森
を守る

人 を育てる

第3弾
林業アカデミーの開講

⇒ 森林組合等の経営基盤の強化、林業就業者の待遇改善・確保
⇒ 林業の持続的かつ健全な発展、森林の持つ多面的機能の発揮

かんよう

木
※ふる郷の木づかいプロジェクト
を展開

を使う
※サガンスギの森林100年構想

R4.当初

サガンスギの普及

早 優強

1

九州林政連絡協議会
佐賀県

国庫補助対象外の
集材機・運搬車等の導入

（県６０％補助）

集約化経費の支援
（県136,000円／㏊補助）
GPS機器等の導入
（県６０％補助）

現場技術者の就業を推進
就業相談等：募集拡大
ｱｶﾃﾞﾐｰ実践講習：年８名程度

【さらに…】

⦿再造林の推進

⦿現場技術者の
確保・定着＆
連携

⦿作業の効率化
＆省力化

森林の伐採後の再造林・下刈りの支援の強化
再造林９０％補助、下刈り１００％補助（国＋県）

…さらに…
次代へつなぐ
森林再生事業 ２

九州林政連絡協議会
佐賀県さがの林業再生プロジェクト事業
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SAGAラボ10＋Ｇ
〇〇試験場サガンスギ開発のこれまで 九州林政連絡協議会
佐賀県

3
1965年 第1世代精英樹をもとに人工交配を開始

2022年2月

「サガンスギ」商標登録
初出荷（厳木高校で記念植樹）

佐賀県立
九州シンクロトロン光研究センター
(SAGA-LS) と共同研究開始 2022年

1983年 第2世代精英樹を選抜、クローン増殖

2018年 強度、花粉量など調査
サガンスギ候補を選抜

2021年 「佐賀林試2号」品種登録

無花粉サガンスギの育種開発 現在

SAGAラボ10＋Ｇ
〇〇試験場三拍子そろったサガンスギ

4

早

強

優

成長が い

従来スギサガンスギ

木材が い

人に しい

＞

＞

＜

1.5倍

1.5倍

½以下

サガンスギ
３つの特徴

花粉が少なく

九州林政連絡協議会
佐賀県
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SAGAラボ10＋Ｇ
〇〇試験場サガンスギの強さの秘訣は “MFA”

5

木材の強さに MFA（ミクロフィブリル傾角）が寄与している

セルロース
ミクロフィブリル

ミクロフィブリル傾角
（MFA︓Microfibril Angle）

一次壁

二次壁

S2層

S3層

S1層

画像︓日本木材学会編
「木材学 -基礎編-」

~0.03 mm

 木材を支える “鉄筋”の役割
 MFAが小さいほど 木材は強い

(＝垂直に近い)従来スギ 弱サガンスギ 強

R3.9.22 ＠林試

MFAを計測することで強さを推定できる︕

九州林政連絡協議会
佐賀県
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SAGAラボ10＋Ｇ
〇〇試験場進化する MFAの計測手法

6

これまで 今回開発

顕微鏡観察

中心からの距離 (mm)

M
FA

(d
eg

)

• 顕微鏡で目視観察
• 1時間で５点を計測可能

（520点の場合︓104時間）

• X線による計測
• 1時間で520点を計測可能

M
FA

(d
eg
)

中心からの距離 (mm)

MFAを高速＆詳細に計測できる︕

X線

九州林政連絡協議会
佐賀県
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SAGAラボ10＋Ｇ
〇〇試験場SAGA-LSとの共同研究の成果

 実験室規模のX線よりも高強度・
高指向性のシンクロトロン光X線を使用

Ｘ線回折法による木材構造評価システムの開発

高精度

高速

解析

 計測データからMFAを自動解析

「地域産業の高度化」を目指すSAGA-LSが
サガンスギ開発を後押しするために装置開発 7

九州林政連絡協議会
佐賀県
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SAGAラボ10＋Ｇ
〇〇試験場本システムで解明できること

● サガンスギ
（B-74）

▲ 従来スギ
（藤津14号）

(kN/mm2)

弾
性
係
数
（
林
試
で
計
測
）

平均MFA（SAGA-LSで計測）

(deg)

従来スギ
(藤津14号)

M
FA

(d
eg
)

サガンスギ
(B-74)

品種ごとに木材の強さとMFAの関係が解明できた

中心からの距離 (mm)

平均
22.93°

8

M
FA

(d
eg

)

平均
36.43°

遺伝子情報を用いた選抜に応用できる︕
品種間差 強度－MFA樹体内分布

九州林政連絡協議会
佐賀県
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SAGAラボ10＋Ｇ
〇〇試験場サガンスギの無花粉化を加速

9

MFA計測＆ゲノム予測 で成長・材質に優れた
無花粉サガンスギを開発

これまで

現在研究中

 成林後に材質調査→選抜→人工交配

 ゲノム予測 による優良品種の選抜
 無花粉、強度、MFA＝遺伝的形質
 強度・MFAとDNA配列の関係式を構築

 幼齢木でDNAの情報から選抜

いろんな
スギ品種

• 強度、MFAデータ
• DNA配列データを蓄積

サガンスギ

無花粉
遺伝子スギ

人工
交配

DNA
配列

材質情報
の予測値

無花粉＋材質の良い
クローンを選抜

開発期間

100年 15年 で開発︕
従来 目標

ゲノム予測モデル

※2世代繰り返す

採取 計測

九州林政連絡協議会
佐賀県

も り

母樹を

増やす サガンスギの採穂園の造成

母樹
（現在）1,400本

（目標）4,600本

ハウス
造成

苗木生産施設の整備を支援

その1

早
その2

強
その3

優
花粉量１/２以下強度１.５倍成長速度１.５倍

令和４年２月
出荷スタート

需要増で苗木不足

植栽要望に応えられるよう
苗木の生産量増加と植林の
加速化を図る

サガンスギ
苗木増加

苗木を苗木を

増やす

スギ苗木がすべてサガンスギ

スギ林がすべてサガンスギ

現 状

令和10年 令和８年 (２年前倒し)

160年後 100年後(60年前倒し)

サガンスギの森林100年構想

さい ほ えん

ぼ じゅ

新しい佐賀の森林づくりを加速化

苗木を技術を

広める
小型の穂の活用による
苗木生産技術研修
（トレーニングセンター）
苗木生産加速化【R6.6～】

10

サガンスギの森林(もり)100年構想 九州林政連絡協議会
佐賀県
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再造林率の向上について森林整備課

60%
49%

98%

27%

44% 41%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

0

50

100

150

200

H30 R1 R2 R3 R4 R5

再造林率の推移

伐採面積（ha) 造林面積（ha） 再造林率（％）

■現状
本県の伐採面積は増加傾向にあるものの、再造林率は

年々低下しており、森林の持つ多面的機能の発揮や林業

の持続的かつ健全な発展などへの影響が懸念される。

減少傾向減少傾向

■取組内容

課題を整理し関係機関の役割を
示した取組方針を策定

＜目的＞

課題の見える化と共有

各関係機関の役割と取組を明確化

各関係者が主体的に対策を展開

＜スケジュール＞

Ｒ７．３月 取組方針（案）作成

Ｒ７．４月 方針（案）の検討会

Ｒ７．６月 取組方針の策定

再造林率の向上に向け、県内で温度差なく対応していく！

■主な課題

・制度や支援等の理解不足

・主伐～再造林の現場実態
の把握不足

・再造林や保育作業に必要
な労働力不足

・サガンスギの優位性等の
周知不足など

持続可能な
さがの森林・林業の確立

さがの森林・林業ビジョン2023
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①条件不利地支援 368千円／ha(造林補助を含む)
搬出距離が長いなど条件不利地における搬出間伐を支援

②自力等支援 間伐︓68％ 森林作業道︓85％
造林補助の対象とならないことで間伐が進まず、荒廃の
恐れのある森林の間伐を支援

○再造林支援
伐採後の確実な造林・下刈への支援
造林補助金に加え、税による嵩上げ
再造林 ︓68％→90％
下刈 ︓68％→100％

③皆伐タイプ
皆伐・再造林
伐採後に森林として
適正に管理する森林

造林・育林費用を差引くと収益が見込めない
↓

森林所有者の意欲が上がらない

効 果
 再造林等の負担が小さければ主伐の推進、サガン

スギ植林の推進により、荒廃森林の未然防止や森
林資源の好循環利用が図られる。

 森林所有者の林業への意欲の喚起

①間伐タイプ
搬出間伐等
間伐により健全化が
可能な荒廃森林

具体的な施策

森林所有者等が行う地理的条件が悪い森林における間伐や、国庫補助事業の要件外となる間伐の支援、さら
には公益的機能を持続的に発揮させるための再造林などの支援をし、荒廃森林等を再生を図る。

具体的な施策

12

②花粉症タイプ
皆伐・再造林
花粉を発生させる
スギ林の伐採

森林所有者等が行う間伐を支援するこ
とにより荒廃森林等を再生させる。

事業の趣旨

荒廃森林等

収穫時期を迎えた人工林の約８割が、
森林の循環が図られず、荒廃化する可
能性がある。荒廃する森林を未然に防
止し、森林の公益的機能を高度に発揮
させるため、主伐・再造林の確実な実
施を推進する。

事業の趣旨

○花粉症緊急対策 68％
国庫補助の対象とならない花粉を
発生させるスギ林の伐採を支援

具体的な施策

次代へつなぐ森林再生事業(R5〜R9) 九州林政連絡協議会
佐賀県
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④連携支援。省力化タイプ（R7拡充）

伐採～再造林の一貫した連携を目指す

13

連携支援

対策 再造林の業務と連携
①伐採・再造林の計画～実施までの
一貫した工程調整
②伐採・再造林の森林所有者説明・
業務連携に係る事務手続き等の調整
③伐採後の林内整理等の現場業務
④再造林に係る人材の育成確保（農
業者等）及び現場技術指導

伐採・再造林
の連携に対する支援

８５％補助

高額補助により
円滑かつ確実に
再造林を推進

ない

苗木を省力化

対策 再造林、下刈の省力化につながる
機器等の導入
①穴掘り機器（電動オーガ）
②林内用小型運搬機器（キャリー）
③運搬用無人航空機器（ドローン）
④草刈用機器（ラジコン式、自走式モア等）

省力化機器の導入

６０％補助
高性能林業機械の
導入と同率の補助

次代へつなぐ森林再生事業(R5〜R9) 九州林政連絡協議会
佐賀県

14
7



SAGA伐木チャンピオンシップ 2025 開催

日 時 2025年11月22日(土) 8:00-17:00
場 所 嘉瀬川河川敷

SAGA伐木チャンピオンシップ
2023大会の様子は

YouTubeでチェック︕

ダイジェスト 競技解説

開催概要

競技内容

伐倒

枝払い

丸太合せ輪切り

2025年は「さがの木になるフェス」と
同時開催 15
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再造林率向上のための課題

①県や伐採等届出制度の実務を 担う 市町を はじ め林業事業体や森林所有者等

の関係者が、 関係法令や森林計画制度、 再造林支援等の内容について正し

い理解が必要。  

②伐採等届出制度の実務を 担う 市町が、 伐採造林届出内容に係る 主伐から 再

造林の現場実態を 把握する と と も に、 実態に応じ た指導体制の構築が必要。  

③主伐後の再造林や下刈等の保育作業に必要な労働力が不足し ている 。  

④林業関係者に対し 、 林業再生の切り 札と なる 「 サガン ス ギ」 の優位性の周

知が十分ではない。  

9



【 森林整備課】  

〇森林法及び森林計画制度の遵守 

〇伐採造林届出制度の適切な運用 

【 林業課】  

〇各種補助事業の活用促進 

〇植林・ 保育に必要な労働力の確保・ 育成 

〇サガンス ギへの植替えの促進 

〇適切な伐採及び再造林の確保 
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【 林業試験場（ 普及指導課）】  

〇林業普及指導事業と の連携 

〇市町、 林業事業体を対象と し た研修会 

【 農林事務所】 普及指導事業 

〇市町に対する 伐採等届出制度の適切な運用支援 

〇主伐・ 再造林の推進 

【 市町】 ※制度事務の実務主体と し ての役割※ 

〇伐採等届出制度の適正な運用 

11


